
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
科
の
枠
を
超
え
て
探

究
。
例
え
ば
、初
等
部
１
年
生
で
の「H

ow
 

the w
orld w

orks

」の
テ
ー
マ
探
究
で
は
、

天
然
資
源
、
特
に
光
を
ど
の
よ
う
に
人
は

利
用
し
て
い
る
か
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か

ら
学
び
ま
す
。
そ
し
て
、
学
年
が
上
が
る

と
と
も
に
同
テ
ー
マ
で
も
深
く
掘
り
下
げ

初
等
部
６
年
生
で
は
戦
争
や
貧
困
、
環
境

破
壊
と
い
っ
た
国
際
的
な
社
会
課
題
を
探

究
し
エ
ク
シ
ビ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
び
の
過
程
で
ア
オ
バ
が
重

視
す
る
の
は
、
生
徒
の
主
体
性（Student 

A
gency

）で
す
。
生
徒
た
ち
が
自
ら
意
思

決
定
し
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
力
や
姿

勢
を
育
て
将
来
、
実
社
会
で
必
要
と
さ
れ

る
力
に
繋
が
る
ス
キ
ル
と
知
識
を
培
い
ま
す
。

 

「
生
徒
た
ち
は
課
題
の
リ
サ
ー
チ
の
た
め

に
、
自
分
た
ち
で
自
治
体
や
企
業
に
電
話

連
絡
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
己
紹

介
や
課
題
の
説
明
、
訪
問
の
約
束
を
取
り

つ
け
る
な
ど
、
大
人
で
も
難
し
い
こ
と
な
の

で
、
当
然
、
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
の
失
敗
を
次
に
活
か
す
た

め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
、

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン（
振
り
返
り
）を
重
視
し
、

体
験
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
生
徒

た
ち
を
見
守
り
ま
す
」（
高
見
澤
氏
）。

　

Ｍ
Ｙ
Ｐ（
中
等
部
）の
生
徒
た
ち
が
行
う

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
協
働

で
の
探
究
学
習
や
芸
術
の
要
素
を
備
え
な

が
ら
、
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
学
び
の
集

大
成
と
い
え
ま
す
。
脚
本
や
楽
曲
制
作
か

ら
演
出
・
演
技
・
ダ
ン
ス
・
舞
台
美
術
な
ど
、

全
て
を
生
徒
が
企
画
・
準
備
し
、
最
後

に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
な
か
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
役
割
を
決
め
、
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
て
一つ
の
舞
台
を
つ
く
り
あ

げ
ま
す
。
今
年
度
は「Singin' In T

he 
Rain

（
雨
に
唄
え
ば
）」の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

生
徒
や
保
護
者
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

帰
国
生
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
環
境
に

馴
染
め
る
か
ど
う
か
も
、
気
が
か
り
の一つ

で
す
。
ア
オ
バ
で
は
、授
業
と
し
て「
Ｓ
Ｅ
Ｌ

（Social Em
otional Learning

：
社
会

性
と
感
情
の
学
び
）」の
時
間
を
設
け
る
こ

と
で
、
生
徒
た
ち
の
自
己
理
解
や
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
、
他
者
へ
の
共
感
力
、

健
全
な
人
間
関
係
を
築
き
、
維
持
す
る
力

を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
の
精
神
的
な
悩
み
な
ど
に
つ

い
て
は
、
個
別
に
、
専
任
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
生
徒
に
合
わ
せ
て
英
語
や
日
本

語
な
ど
多
言
語
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
十
分
な
の
に
、

新
し
い
仲
間
の
輪
に
入
る
の
が
難
し
い
、
ア

オ
バ
で
初
め
て
Ｉ
Ｂ
の
授
業
を
受
け
、
な
か

な
か
馴
染
め
な
い
な
ど
、
生
徒
た
ち
の
抱

え
る
悩
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
私
た
ち
は

入
学
時
点
か
ら
、
生
徒
自
身
と
日
々
、
対

話
を
重
ね
な
が

ら
、
保
護
者
や

教
員
と
密
接

に
連
携
し
て
情

報
を
共
有
し
、

き
め
細
か
な
心

の
ケ
ア
を
行
っ

て
い
ま
す
」（
高

見
澤
氏
）

　

ア
オ
バ
の
多
く
の
授
業
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
よ
る
協
働
学
習（Collaborative 

Learning
）に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
例
え

ば
初
等
部
で
は
、
ま
ず
探
究
学
習
の
大
き

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
員
か
ら
導
入
の
授
業

を
受
け
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
考
え

な
ど
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
共
有
し
、

学
び
を
子
供
た
ち
が
主
体
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

 

「
３
～
４
人
の
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

対
話
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
互
い
に
知
識

を
深
め
合
い
、
多
様
な
視
点
を
身
に
付
け

る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
を
学
ん
で
い
ま
す
」（
橋
本
氏
）。

　

生
徒
の
興
味
や
疑
問
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
科
目
の
枠
を
超
え
て
自
ら
選
ん
だ

テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
る
探
究
型
学
習

（Inquiry-Based Learning

）
は
ア
オ

バ
の
学
び
の
特
色
の
一
つ
で
す
。
P
Y
P

（
幼
初
等
部
）で
は
、「W

ho w
e are 

」、

「Sharing the Planet

」
な
ど
、
６
つ
の

　2025年8月から、 ＩＢＯ（国際バカロレア機構）の認可を
得たアジア地域で初めてのオンラインＤＰプログラムを
開始しました。オンキャンパスで受講するIBDPと同等の
カリキュラムですがフルオンラインで、経験豊かなＩＢ教
員によるライブ授業やグループでの協働学習を実現。生
徒同士のつながりや主体的な学習の促進を目指し、課外
活動や学校行事もオンラインで開催します。
　対象となるのは、東京（日本標準時）との時差が±３時
間以内の地域に住む16～19歳の生徒で、海外滞在中の
受講も可能です。
　オンラインIBDP卒業後は、オンキャンパス卒業生と同
様に高校卒業資格が取得でき、日本を含め、世界中の
大学へ進学できる道が開けます。

　アオバの新年度は８月始業、基本的な出願受付は１０月
中旬～１２月までですが、帰国生の帰国タイミングに応じ
た出願受付や、年度途中での編入学にも柔軟に対応して
います。
　但し、学年の枠に空きがあれば年間を通じて児童・生
徒を受け入れていますが、一般出願の期間中に多くの学
年が定員を満たす可能性が高いため、帰国後に入学を
検討されているご家族で、一般出願期間を過ぎてからの
出願の場合には、できる限り早めに入学課へ問い合わせ
頂くことをお勧めしています

　アオバでは、日本語の授業以外はすべて英語で行わ
れますが、インクルーシブ・サポート・モデルを採用し、
英語などの学力が各学年のレベルに達していない子供た
ちには、同じクラス内で他児童・生徒と一緒に学びなが
らサポートを受けられるプログラムを提供しています。
　各授業の学習内容に沿い、個々のレベルに合わせて
英語４技能を使ったコミュニケーションがスムーズにでき
るよう、教科担任とサポートスタッフが共同で計画・指導
します。
　グループでの学習時なども、子供たちが内容を十分
に理解したうえでグループワークに参加できるよう、学
習ニーズを把握し、サポートしています。

　アオバの日本語学習は、帰国生など、日本語を母語と
する子供たちを対象とする「ＪＬＡ」、第二言語として日本
語を学ぶ「ＪＡＬ」の二つのプログラムを導入。初等部から
高等部にかけて、他教科の学習内容とも関連づけながら
レベルに合わせて日本語を学びます。
　また、日本の伝統工芸職人を講師に招き、和傘づくり
等の日本の伝統文化を体験するプログラムのほか、修学
旅行で、日本各地の神社仏閣を訪ねるなど、日本の文化
を、体験を通して学ぶ多様な機会を設けています。

目黒キャンパス（幼稚部K2〜K5）
光が丘キャンパス（幼初中等部K3〜G9）
文京キャンパス（高等部G10〜G12）
オンラインキャンパス（高等部G11～G12） www.aobajapan.jp

国際バカロレア PYP・MYP・DP 認定校

アジア初！100％オンライン
ＤＰプログラムスタート‼ 英語・学習サポート

帰国生の入学について 日本語学習・日本文化体験プログラム

ア
オ
バ
ジ
ャ
パ
ン・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル（
以
下
、ア
オ
バ
）は
、幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で

I
B（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
）の
認
定
を
受
け
た
I
B
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
。異
文
化
を
理
解
し
、国
際
的
な
視
野
を
育
む

学
習
環
境
の
も
と
、帰
国
生
も
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
に
馴
染
め
る
よ
う
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
オ
バ
の
学
び
の
特
色
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

主
体
性
の
あ
る
探
究
学
習
で
自
分
ら
し
さ
と
多
様
な
視
点
を
育
む

ア
オ
バ
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

スクールカウンセラー：
高見澤秀男氏

お話を伺った方
入学課：
橋本ベリンダ氏

グ
ル
ー
プ
学
習
で
知
識
を
深
め
培
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

社
会
性
を
学
ぶ
授
業
と

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

学
び
の
過
程
で
重
視
さ
れ
る
の
は

生
徒
自
ら
が
学
び
を
進
め
る
力


